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島根県・ 鳥取県

原子力防災訓練

英語
(  Eng l ish  )

やさし いにほんご
(  Ea sy Ja p a nese  )

右記Q Rコ ード から 外国語版などの案内が表示できます。
This pamphlet is available in English,Easy Japanese,Other languages using the QR code on the right.

※QRコ ード は
　 株式会社
　 デンソーウェ ーブの
　 登録商標です。

その他言語
(  O th er la ngua g es )

山陰両県の皆さ まへお知らせです

県や市の

公式S N S
X、L IN E、Fa c e b o o k など

県や市の

防災メ ール

緊急速報（ エリ ア）

メ ール
ラジオ

B S S ラジオ、FM 山陰、N H K

テレビ
TS K 、B S S 、N K T、N H K

ケーブルテレビ

Y a h o o !

防災速報アプリ

ダミ ー

原子力災害を 含む防災情報は、次の手段などから 入手でき ます。

・  配信時に、配信範囲にいる方の携帯電話、スマートフォン等が対象となります。

・ 市境の方は別の市の配信を受信する場合があります。

・ 電源が入っていない場合、通話中の場合（ 一部受信する機種も あります）、

圏外の場合、携帯電話が古いまたは、サービスに対応し ていない場合など

は受信できません。

・ マナーモード にし ていても 強制的に鳴動します。 授業中や会議中、

式典中など、携帯電話が鳴ってはいけない場合は、あらかじ め電源

をお切りく ださ い。

・ 受信対応機種や受信設定などの詳細については、各携帯電話会社のホーム

ページでご確認く ださい。

島根県原子力安全対策課 TEL.0852-22- 5668 FAX.0852-22- 5600島根県、松江市、出雲市、安来市、雲南市

鳥取県、米子市、境港市

問い合わせ先共催

鳥取県原子力安全対策課 TEL.0857-26-7973 FAX.0857-26- 8805

事前にご確認く ださ い

配信範囲

配信時間

配信範囲

配信時間

配信日

配信範囲

配信時間

11/ 日

配信日

配信範囲

配信時間

配信内容

11/ 土

●！ 実際の
避難等の行動は
必要ありません。



原子力災害が発生し た場合
島根原子力発電所からお住まいの地域までの距離によって、

とるべき行動が異なります

　 こ のチラシでお知ら せしている緊急速報（ エリ ア）メ ールは、原子力災害や自然災害が発生したと きに、 

県民の皆さ んへ避難など、とるべき行動をお伝えする際に活用さ れます。

　 災害が起きた時に何をしたら 良いか迷わないよう に、ご自身やご家族がどのよう な行動を取ったらよい

か事前に確認を行いましょう 。

災害が起きた時、自分の身を守るための行動を確認しよう！

原子力災害時の対応について詳しく 知り たい方へ

島根県避難ルート マッ プ
原子力災害に備えた

地区別広域避難計画パンフレット

地区別広域

避難計画
パンフレット

県又は関係市（ 松江市、出雲市、安来市、雲南市）の広域

避難計画で定めている地区別の一時集結所、避難経

路、避難退域時検査会場等を、地図上で確認できます。

万が一の屋内退避、避難などにおける留意点等も 確

認できます。

地区別パンフ レット は、各市（ 松江市、出雲市、安来

市、雲南市）のホームページを参照く ださ い。

スマート フォンでも 確認できます

ルート マッ プ 操作説明

島根県広域避難計画で定めた避難ルート 等を地図上

で確認できます。

地区を 選択すると 、バスで避難する場合の集合場所

（ 一時集結所）をスタ ート として、避難先（ 避難経由所）

までの避難ルート が表示さ れます。

緊急時には島根県から のお知らせも 確認できます。

島根原子力発電所からお住まいの地域までの距離

概ね5～3 0 km 圏内（ UPZ）概ね5 km 圏内（ PAZ） 概ね3 0 km 圏外

放射性物質

放出前
放射性物質

放出前

放射性物質

放出後

放射性物質

放出前・後

場合により、県外や

別の市町村などの

安全な場所に　 　 　 避難

別の市町村などの

安全な場所に　 　 　 避難

ご自宅や指定避難所に

移動したう えで

 屋内退避

 県や市町村から の
情報に注意

カッパ、マスク、帽子を着用して、

放射性物質の身体への付着、

吸い込みを防ぎましょう


